
指導上の参考事項 水 稲品種 「あきたこまち」の生育 ・栄養診断基準 と栽培法

技術部 ・環境部 ・県南分場

1.背 景とねらい

昭和62年より奨励品種となつた 「あきたこまち」は良食味であることから、栽培

面積が拡大されつつある。これに対 し 「あきたこまち」の安定栽培のための生育 ・

栄養診断基準及び栽培法の指標を参考に供する。

2.技 術内容

1)生 育 ・栄養診断基準(収量水準 600～650 k g / 1 0 8 )

( 1 )収量構成要素診断基準

穂  数   一 穂籾数

(本/ポ)   (粒 )

ボ当籾数

(千粒)

玄米千粒重

( , )

登熟歩合

(r)

浮長

(c口 )

460-500 67-73 32-35 21-22 80ハ▼90 73-78

(2)栄 養診断基準

生育ステージ 乾物重

(kg / 1 0 8 )

基葉室素濃度

(Z)

室素吸収量

(kg / 1 0■)

分げつ期(6月下旬) 3,2～ 4.0 1.5-2.5

幼穂形成期 450-550 1.5～ 1,8 7-9

出 穂 期 750-900 1,1～ 1.4 9-1ユ

( 3 )栄養診断技術

① 葉色による室素濃度推定

幼穂形成期の稲休窒素温度 (基準値1.5～1,8 F )に対応する葉色は以下のとう

② 乾物重推定

6月下旬から穂字期直前頃までの乾効重は次式から推定できる。

乾物重=(ax「 草丈」X「 株周J tt b)Xボ株数

(kg//10a) (cln)   (伽 ) (株)

ただし、a i4.9x10-2, b=,2.8

りである。

測 定 法 葉色測定値

カラースケール 4.7～ 5。2

SPAD棄 緑素計

- 3 7 -



③ 室素吸収量推定

幼穂形成期から碑中期蔵前頃までの養素吸収量は、次式から推定できる。
ア)乾 物亜推定式と葉色測定値を利用する場合

餐素吸収最i(a×「辞丈」X「株用JX「棄色測定値」 l b ) X甫 株致

(株)
(kr/10a) ( c m )  ( c m )

ただし、カラースケーれ a= 1.10x lo-1 , b・ o.09

S P A D葉 繰素計  ai l . 1 2 x 1 0 - 5 . b . 0 . l o

イ)、拡きllRり株の風乾並と葉色測定値を利用する場合

空茅:吸収丘 i(ax「乾物亜|＼「栞色測定値」・b)x甫株数
(k〔/10a)     (7/株 )               (株 )

ただ し、カラースケール n  i 2 . 0 2×1 0 - 3 ,

S P A D葉 緑素計  a  i 2 . 6 x 1 0 - 4 ,

( 4 )生育各時】朝の整y / f K・穂数診断基立キヒ

b = 0 。1 1

b  i O . 1 1

2 )

( 1

素肥宝素量は「キョェシキ」「ササ ミノリJ並 とする。

( 2 )刈 取適期

刈取適期は登熟積算温度 (平均気温 )が 9 5 0～1 1 0 0 (】の範囲で、刈遅れによる
品質低下 (特に茶米 )に 注意する。

( 3 )玄米調製】、るい日

玄米調製の】、るい目は、1 . 8 5 m m用いることとす る。

3 .指 導上の留意 事項
1 )あ きたこまちは低温での発芽がおとるため、浸離 ・費ほ茅 を十分行つて、加温出芽

を昴l行し出茅の安定をはかる。
2 )い もセ,耐病性は租いもち ・棄いもちとも軸iい方で汁)るが 、発病には注意 し防除基

準に したがって適期防除に努める.
3 )葉 色測定法及び株用測定法については、R死往の参考事項を参照のこと。
4 )「 車丈」X「 伴用」の値が5 0以下では、乾1坊亜の軒t定はできない。また、5 0 0を越

えそ〕と団体岡養がおおさくな り、推定直線へのF )てはま り1ヤ度が悪 くなるので、測
定様Z kを多くす る ( 5株以上 )こ と。

5 )餐 素吸収最の測定は、幼磁形成期1以前のあてはま りが悪い (過小評価となる )の
で幼租形成期1 )前には適用 しないこと.
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J買 目 6月中旬 6月下句 JFE高分げつ期 穂  数

尭独 ・租殺 250-i,Oo 400へ 500 670-800 450-、500
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